
国語科 授業改善推進プラン 

１ 学力効果測定結果 

・この３年間は、知識・技能の習得に重点を置いて授業改善を行っていたので、第５学年と第６学年が目標値を超えた正答率だった。このことから、校内研究の成果が一定程度あったと言える。 

・どの学年も「書くこと」の平均正答率が極端に低く、無回答者も多く、主体性が低いという課題がある。特に、文の書き抜きではなく、自分の考えを用いた文章を書くことを苦手としている。 

・知識・技能の習得に重点を置いて授業改善をしてきた結果、平均正答率の向上が見受けられたため、校内研究の成果があるといえる。           

２ 児童の実態及び学習効果測定の結果分析（課題） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

・ひらがなを書いたり読んだりする

ことはできるが、長音、拗音、促音、

撥音、助詞「はをへ」の表記をする

力が身に付いていない。 

・問題文の読解が苦手な児童が多く、

問題自体を理解することが困難な

ことがある。 
・漢字に興味があり、繰り返し練習し

て、定着してきた児童が多いが、定

着に時間がかかる児童もいる。 

・問題文の読解を苦手とする児童が

多く、問題自体を理解することが困

難なことがある。 
・漢字に興味があり、繰り返し練習し

て、定着してきた児童は多いが、書

き取りに苦手意識のある児童もい

る。 

・全体的に漢字の定着に時間を要す

る児童が多く、反復練習をする必要

がある。 
・問題文を理解することが困難な児

童が多い。また、理解できても自分

の考えを正しい言葉を使って表す

ことが苦手である。 

・自分の考えを文章に表すことが苦

手である。ただし、構成や話型が提

示してある時は、円滑に書くことが

できる。 
・説明文の読み取りがとても苦手で

ある。物語文においては、共感を得

やすい教材文の時は、関心をもち、

意欲的に学習に取り組めている。 

・正答率が一番高いのは、漢字を読む

ことである。 
・誤答率が一番高いのは、説明文の内

容を読み取ることである。 
・20％以上の児童が文章を書く項目

を無回答としている。また、日頃か

ら文章を書くという活動を苦手と

している児童が多い。 

研
究 

・音読と視写を通して、書かれ

ていることの概要を捉えら

れるようにする。 

・音読、視写、読書を通して読むこと

の経験を増やし語彙や読み取る力

を付けていく。 

・内容理解の前提として、文字を言葉

のまとまりとして正しく認識でき

るように、音読と視写に取り組む。 

・先行学習で、全文視写に取り組ませ

学習の見通しをもたせる。 
・先行学習で、全文視写と音読に取り

組むことにより、教材の大まかな内

容を捉える。 

・全文視写で、教材の内容の大体を捉

えられるようにする。 
・分からない言葉は国語辞典で調べ

ることで語彙力を高める。 

３ 課題や授業の改善策 

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

知
識
・
技
能 

・文字や助詞の表記、改行等を正し

く文中で使うことができるよう

に、「かくってたのしいね」等を活

用して、書く機会を増やす。 

・関連図書の活用や読み聞かせを通

して、読書の幅を広げる。 

・小テストによる漢字の反復練習に

取り組む。 
・書写ワーク・「書くって楽しいね」

等に取り組む中で、読んだり書い

たりする基本（助詞・句読点・か

ぎ「」・の正しい使い方）を身に付

けさせる。 

・「書くって楽しいね」の継続活用 
・文章を書いたり、自分の考えを話

したりする場面では、言語による

表現に慣れるように、文型・話型

を示し、それに沿って表現するよ

うに助言する。 
・文章の中で主述を意識しやすいよ

うに、色でマーキングするなど視

覚的に認識できるようにする。 
・定期的に漢字小テストを実施す

る。 

・「書くって楽しいね」の継続活用 
・既習漢字、進出漢字の定着のため、

再テストや反復練習を行う。ま

た、読書の推進を行い、語彙力の

向上に努める。他にも、国語辞典

を活用し、進出漢字の熟語の意味

調べを行う。 
・教材文を扱う際には、文と文との

接続の関係、話や文章の構成や展

開を読み取る授業展開にする。 

・「書くって楽しいね」の継続活用 
・既習漢字・新出漢字の定着のため、

再テストなど、反復練習に取り組

む。 
・語彙を増やすために、単元の初め

には国語辞典で言葉調べをする。 
・文章を作る時に、話型を提示する

などして、構成を定着させる。 
 

・「書くって楽しいね」の継続活用 
・既習の漢字を使って文を書くこと

を徹底する。 
・漢字テスト後に再テストを行い、

定着力を上げる。 
・文章を作る時に、文字数（２００

字等）や話型を提示するなどし

て、文章校正に慣れさせる。 

思
考
・ 

判
断
・
表
現 

・話し合う機会を設けて、互いの話

に関心をもち、相手の発言を受け

て話をつなぐことができるよう

にする。 

・グループの活動を取り入れ、友達

の発言と自分の考えの共通点、相

違点に気付き、指摘することがで

きる。 

・文章の中で重要な語や文を考えて

選び出すことができるように、デ

ジタル教科書を活用し全体で本

文を確認しながら進める。 

・発言や話し合いをする際は、相手

が知らないことについては、丁寧

に理由付けをしたり相手にとっ

て理解しやすい事例をあげたり

する機会を設ける。 

・グループ活動を通して、様々な考

え・表現を知り、学習の幅を広げ

ていく。 

・朝学習で長文読解の演習を行い、

筆者の主張や文章構成を捉える

機会を増やす。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度 

・物語文の挿絵や説明文に出てくる

物の写真や実物を提示して関心

を高めさせる。 

・単元のめあてを示すことで、学習

の要点を意識させる。 

・登場人物の心情や、情景を読み取

るための視点を示すことで、見通

しをもって課題に取り組めるよ

うにする。 

・相手意識をもって主体的に表現活

動ができるように、表現活動の際

には目的と相手を明確にする。 

・児童らの日常生活の経験と結び付

けて導入を行うとともに、見通し

とゴールイメージをもたせるこ

とで主体性を高める。 

・高学年になり、長文が増えて内容

を捉えるのに、時間がかかってし

まう。文章の面白さを捉えて学習

に取り組ませていく。 

・漢字の読み書きや語彙の地盤を高

めることで、言葉がもつよさを認

識させるとともに、それぞれが感

じた思いや考えを受容しやすい

雰囲気をつくっていく。 

※太枠内は、重視する内容 


